
獣
首
回
に

就
　
い
　
て

　
支
那
の
古
鏡
に
獣
首
鏡
ご
呼
ば
る
、
一
形
式
が
あ
る
。

鏡
餅
文
機
の
表
現
が
不
面
的
で
、
内
獲
は
鉦
か
ら
四
出
し

た
一
種
の
緯
懸
形
の
遜
劃
に
依
っ
て
四
分
さ
れ
、
各
に
一

個
宛
の
獣
首
を
配
し
た
特
殊
の
構
圖
を
示
し
た
も
の
で
あ

る
。
此
の
形
式
の
鏡
は
本
邦
の
古
墳
か
ら
は
未
だ
登
児
さ

れ
な
い
が
、
支
那
の
毘
土
曜
に
は
往
々
其
例
が
あ
）
、
特

に
其
の
二
に
謀
李
三
年
の
紀
年
を
表
は
し
た
逡
品
が
存
し

て
↑
聾
者
の
注
意
を
惹
い
て
、
そ
れ
が
後
駆
代
に
行
は
れ

た
一
形
式
で
あ
る
こ
ご
が
分
明
し
た
。
仁
然
し
一
方
か
ら

云
ふ
ご
蕪
李
三
年
は
此
の
種
鏡
の
存
し
た
一
黙
に
は
相
違

な
い
が
、
該
形
式
の
永
績
の
年
代
如
何
に
就
い
て
は
何
等

　
　
　
第
七
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
獣
首
鏡
に
就
い
て
　
　
／
・

梅
　
原

末
　
　
治

示
す
庭
が
な
い
。
從
來
の
考
察
は
其
の
遺
品
が
多
く
相
似

た
手
法
を
表
は
し
て
み
る
慮
か
ら
、
烹
李
を
中
心
ε
し
て

一
時
行
は
れ
淀
型
式
ご
見
る
風
に
傾
い
だ
事
で
は
あ
る
が

他
方
同
じ
不
面
的
の
手
法
を
示
し
て
み
る
嚢
鼻
鏡
が
漢
か

ら
六
朝
に
亙
っ
て
行
は
れ
π
例
讃
あ
る
に
於
い
て
、
安
ん

じ
て
其
の
見
解
に
依
る
こ
ご
は
私
の
蜘
慰
し
た
慮
、
こ
れ

を
確
め
る
機
會
の
劉
達
を
望
ん
だ
次
第
で
あ
っ
た
。
塵
が

最
近
偶
然
の
事
か
ら
獣
首
鏡
の
著
し
い
二
個
の
遺
品
の
存

在
を
知
り
、
而
か
も
そ
れ
が
共
に
紀
年
を
存
し
て
、
如
上

の
疑
黙
に
幾
分
の
解
繹
を
與
へ
、
形
式
永
績
の
年
次
を
或

軽
度
ま
で
推
す
の
幸
を
得
た
。
依
っ
て
先
づ
右
の
資
料
を

翠
げ
て
築
く
學
界
に
紹
介
し
併
せ
て
こ
れ
に
關
着
し
た
鄙

見
を
附
記
す
る
こ
と
に
す
る
・

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
一
〇
九
　
（
山
ハ
一
七
）



、

　
　
第
七
巻
　
雑
纂
　
獣
首
鏡
に
就
い
て
　
　
、
，
’

〔
註
〕
（
こ
此
の
鏡
は
劃
心
源
の
「
奇
無
爵
金
吉
文
述
」
に
著
録
さ
れ

　
　
　
て
自
署
に
紹
介
せ
ら
れ
た
。
原
品
は
羅
振
玉
氏
に
依
れ

　
　
　
ば
嚢
陽
の
銭
氏
の
所
動
で
あ
る
く
」
云
ふ
。

　
（
二
）
冨
岡
謙
蔵
氏
塗
壁
「
古
鏡

’
二

の
研
究
L
所
牧
（
三
）
支
那

古
鏡
圖
読
の
漢
獣
首
鏡

の
條
其
他
参
照
。

　
さ
て
新
た
に
仁
淀
燃
獣
首
鏡
の

資
料
ご
云
ふ
の
は
一
は
内
藤
先

生
に
依
り
知
る
こ
ご
が
出
域
た

京
都
守
屋
孝
藏
民
所
藏
の
延
嘉

九
年
鏡
で
、
他
は
文
學
士
河
鰭

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
∴
一
〇
．
（
六
一
－
入
）

厚
さ
一
分
除
の
薄
手
の
鏡
で
、
面
に
は
精
著
し
い
反
り
が

あ
る
（
一
分
五
厘
飴
）
。
精
良
な
る
自
銅
質
で
、
露
々
に
な

ほ
白
光
ビ
黒
漆
色
ご
を
遺
存
す
る
が
、
全
禮
は
緑
鋪
を
以

　
　
　
　
　
　
　
　
て
覆
は
れ
て
る
る
。
此
の
鋪
・
の
鮮
か

實
英
君
の
示
さ
れ
た
東
京
中
村
不
折
氏
牧
藏
の
甘
露
五
年

の
鏡
で
あ
る
。
先
づ
前
者
か
ら
其
の
記
載
を
試
み
や
う
。

　
も
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
延
喜
…
九
年
獣
首
鏡
。
此
の
鏡
は
径
四
寸
七
分
五
厘
、
縁
、

　
な
庭
か
ら
推
す
ご
蓋
し
出
土
し
て
除

　
り
年
時
を
経
な
い
も
の
で
あ
ら
う
。

蔀
二
六
に
砕
け
た
の
姦
合
し
て
食

囲
延
全
き
形
を
し
て
み
る
。

嬬
鏡
背
の
圖
機
は
篁
囲
の
拓
本
に

年
鰍
示
す
が
如
く
、
中
央
に
径
七
分
、
高

な磯
さ
，
三
分
位
の
完
好
な
客
座
鉦
が
あ
り

ぎ
影
内
匠
の
文
様
以
下
此
の
種
壷
の
通
有

　
の
式
を
示
し
て
、
」
文
章
の
明
か
な
鋸

、
の
少
い
部
分
に
就
い
て
見
る
定
表
現

の
手
法
は
鏡
利
で
あ
る
。
今
ま
少
し
く
細
部
に
互
っ
て
観

察
す
る
に
、
綜
懇
形
に
近
い
圖
形
の
中
に
あ
み
銘
は
宜
高

の
二
字
だ
け
明
で
あ
る
が
他
の
二
字
は
聖
君
で
、
全
文
は



ノ

’

、

君
宜
高
官
ご
あ
っ
π
の
で
あ
ら
う
し
、
外
旺
を
形
成
す
る

の
は
一
種
の
馬
形
鳥
獣
絞
唐
草
帯
ご
其
の
内
側
に
置
い
た

、
渦
絞
を
添
へ
π
孚
圓
弧
帯
ご
の
二
者
で
、
此
の
爾
帯
か
ら

成
る
こ
ご
は
烹
翠
三
年
鏡
ぎ
同

順
で
あ
る
が
、
宇
圓
弧
の
敷
の

二
十
山
ハ
個
な
の
は
出
遅
ふ
が
上
、

其
の
異
様
の
唐
草
営
営
は
桑
名

鐵
城
翁
薬
学
の
職
鉦
獣
首
鏡
O

ご
全
然
同
一
型
に
属
し
平
冠
鏡

の
菱
形
紋
帯
ビ
は
相
違
し
て
み

る
。
内
外
遮
の
間
に
あ
る
銘
帯

は
右
文
で
か
な
り
の
長
い
銘
を

刻
し
て
あ
る
が
磨
滅
や
、
接
合

の
際
の
加
工
の
石
蚤
々
写
糊
ご

　
の
一
一
十
字
で
、
内
「
年
」
「
午
」
「
命
」
の
三
字
は
左
字
で
あ
る

　
但
し
紀
年
の
部
分
の
最
も
明
瞭
な
る
は
嬉
し
い
。
銘
の
書

、

　
膿
は
土
記
桑
名
氏
の
一
鏡
ご
極
め
て
近
似
し
て
み
る
乙
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
推
す
ご
、
自
有
の
以
下
は
紀
除

し
て
解
讃
し
難
い
。
今
ま
明
な
文
字
は

　
延
烹
九
年
正
月
丙
午
日
作
道
。
自
飯
盛
ロ
・
：
…
・
：
自
白
、

　
長
命
宜
孫
子
。
□
□
：
：
：
…
□
吉
吟
r

　
　
　
第
七
巻
　
雑
纂
　
獣
首
鏡
に
就
ギ
気

影拓鏡首上年五露甘　圖二三

去
非
鮮
ε
績
き
、
ま
た
長
命
の
上

は
大
富
で
で
・
も
あ
ら
う
か
Q
こ
、

に
見
ゆ
る
紀
年
の
延
齢
は
後
漢
の

．
野
鼠
の
立
て
ら
れ
た
慮
の
も
の
で

西
紀
一
五
三
年
か
ら
一
六
七
年
ま

で
置
き
、
同
年
永
康
ご
改
元
さ
れ

淀
唯
一
つ
の
も
の
、
其
の
九
年
は

西
紀
工
ハ
六
年
に
當
る
。
從
っ
て

此
の
鏡
は
昼
時
の
鋳
造
で
、
從
來

知
ら
れ
た
嘉
軍
三
延
鏡
に
先
立
つ

入
年
前
の
遺
品
な
る
こ
ご
が
明
か
で
あ
る
。
．

　
　
も
　
ヘ
　
へ
　
も
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
甘
露
五
年
職
歯
鏡
・
訳
の
甘
露
鏡
は
河
鰭
文
學
士
に
依

る
ご
大
さ
略
前
者
に
相
似
て
、
其
の
鏡
面
の
反
り
の
大
な

－
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
一
二
（
六
一
九
）



　
　
第
七
巷
　
　
雑
纂
　
　
獣
首
鏡
に
就
い
て

る
こ
ズ
ま
た
｝
致
し
て
み
る
ご
云
ふ
。
構
圖
は
第
二
圖
に

こ
れ
を
示
し
た
が
、
大
士
に
於
い
て
蕪
李
鏡
の
そ
れ
ε
同

じ
式
で
、
た
い
鉦
の
下
方
に
渦
絞
の
楼
な
沈
彫
の
見
え
、

ま
た
珠
絞
が
続
ら
さ
れ
、
緯
黒
々
雛
形
が
形
式
化
さ
れ
て

中
の
銘
に
代
ふ
る
に
．
正
面
の
獣
首
を
以
て
し
た
こ
ざ
等
を

著
し
い
相
蓮
ご
す
る
。
而
し
て
圖
様
全
膿
に
於
い
て
そ
れ

が
著
し
く
形
式
化
し
て
表
現
に
生
氣
を
驚
い
た
事
も
限
に

つ
く
。
銘
文
は
左
行
二
十
九
字
で
次
の
如
く
騨
讃
し
得
る
。

　
　
甘
露
五
年
二
月
四
日
。
右
爾
黒
影
作
寛
。
清
且
明
。

　
　
鱈
宜
高
官
。
位
至
三
公
。
長
喜
子
孫
。

左
文
で
あ
る
が
「
位
」
の
一
字
の
み
が
右
に
書
か
れ
て
あ
る

文
中
甘
露
な
る
紀
年
ε
右
巻
方
著
作
覧
ピ
あ
る
ご
者
が
注

意
す
べ
き
句
で
そ
れ
は
前
者
が
錆
造
の
年
代
を
示
し
て
み

る
旙
、
ま
た
後
者
は
製
作
さ
れ
た
虜
を
表
は
し
た
故
で
あ

る
。

　
甘
露
な
る
紀
年
は
前
漢
の
宜
帝
（
西
紀
前
野
三
－
四
九
）

魏
の
廃
帝
の
そ
れ
（
両
紀
二
五
六
一
二
⊥
ハ
○
）
及
び
呉
の
末

　
　
　
　
　
　
第
四
踏
酬
　
　
一
　
一
二
　
　
（
山
嵐
ニ
0
）

に
こ
れ
を
見
る
Q
從
っ
て
其
の
何
れ
に
當
つ
べ
き
か
は
一

寸
不
明
で
あ
る
が
、
第
一
に
呉
の
甘
露
は
僅
か
に
一
年
で

寳
鼎
ご
改
元
さ
れ
た
か
ら
甘
露
五
年
ご
あ
る
此
の
鏡
は
勢

ひ
前
漢
か
魏
か
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
漁
。
而
し
て
上
に
翠
げ

た
鏡
の
示
す
手
法
を
延
嘉
蕪
李
の
土
管
に
聾
し
て
著
し
く

形
武
化
せ
る
事
實
ご
、
種
々
の
黙
か
ら
蹄
納
し
た
一
般
支

那
古
鏡
鑑
黒
革
大
系
の
上
か
ら
見
て
前
漢
の
・
甲
頃
に
こ
の

如
き
鏡
の
存
し
た
ご
す
る
の
は
不
濾
當
で
あ
る
か
ら
、
こ

れ
を
魏
代
の
そ
れ
帥
ち
西
暦
二
六
〇
年
に
當
つ
べ
き
も
の

ε
考
へ
る
。
こ
の
事
は
次
の
右
吉
方
師
な
る
句
の
解
繹
か

ら
も
傍
讃
さ
れ
る
。

　
樹
方
が
漢
の
帝
室
の
調
度
品
を
製
．
議
す
る
司
省
の
名
薦

で
あ
る
こ
ご
は
今
更
事
新
し
く
論
ず
る
ま
で
も
な
く
、
撲

下
中
に
拘
方
作
の
銘
あ
る
遺
品
の
多
い
こ
と
ま
た
學
界
周

知
の
事
實
で
あ
る
。
慮
が
此
の
爾
方
の
官
司
が
關
係
の
業

務
の
薮
展
ピ
分
業
の
必
要
か
ら
で
も
あ
ら
う
か
後
分
れ
て

左
右
中
の
三
池
方
に
な
っ
た
。
唐
の
杜
佑
の
瓢
典
は
此
の



事
を
記
し
、

　
　
秦
概
爾
方
命
漢
因
之
、
後
漢
掌
上
手
工
作
御
刀
剣
玩

　
　
好
器
物
及
實
玉
作
器
、
苦
難
分
三
方
爲
中
左
右
三
爾
．

　
　
着
意
晋
因
之
、
自
信
斎
燈
唯
置
【
術
方
。

こ
し
て
、
此
の
分
立
を
瀧
末
に
し
て
み
る
の
は
注
意
に
値

す
る
。
尤
も
此
の
年
代
に
就
い
て
は
こ
れ
よ
り
も
早
く
漢

袖
章
の
太
初
四
年
に
造
れ
る
駝
蕩
宮
の
銅
登
の
銘
に
少
府

の
忍
術
方
ご
あ
る
こ
こ
か
ら
疑
問
が
あ
っ
て
、
漸
次
に
分

れ
中
男
方
の
如
き
は
早
く
か
ら
あ
っ
た
こ
ご
こ
も
思
ふ
が

右
主
旨
な
る
語
は
前
漢
の
金
石
丈
其
他
に
所
見
が
な
い
標

で
あ
る
か
ら
、
此
の
三
派
の
分
立
は
少
く
も
後
漢
ご
す
る

方
が
穏
當
で
あ
ら
う
。
亀
甲
文
中
の
右
丁
丁
師
は
ま
さ
に

此
の
分
れ
た
右
爾
方
の
官
工
が
作
っ
た
事
を
示
す
も
の
で

三
尚
方
中
、
鏡
が
こ
の
里
方
の
手
に
出
來
た
事
が
認
め
ら

れ
、
從
っ
て
支
那
の
制
度
吏
の
上
に
も
若
干
の
寄
與
ご
な

り
陰
る
Q

孝〔
註
〕
（
一
）
此
の
鏡
は
現
存
の
獣
首
奇
中
最
も
優
秀
な
野
口
㎜
の
｝
で

　
　
　
第
七
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
獣
首
鏡
に
就
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が

　
あ
る
。
寓
岡
先
生
遣
著
「
古
鏡
の
研
究
」
の
岡
版
第
＋
二

　
　
に
其
蔦
眞
が
牧
め
ら
れ
て
る
る
。

（
二
）
な
ほ
衙
方
の
富
工
に
就
い
て
は
他
口
獲
表
の
豫
定
で
あ

　
　
る
「
爾
方
鏡
考
」
に
詳
述
す
る
見
定
で
あ
る
。

三

　
以
上
暴
げ
た
二
資
料
の
新
出
に
依
っ
て
先
づ
我
等
の
氣

付
い
た
の
は
從
総
軍
に
岩
窟
三
年
の
一
黙
の
み
の
知
ら
れ

た
獣
気
高
の
年
代
が
、
こ
れ
に
先
立
つ
八
年
の
延
嘉
九
年

に
存
し
、
ま
π
同
年
か
ら
下
る
こ
ご
約
百
年
も
後
の
魏
の

甘
露
五
年
に
も
同
黒
影
の
作
ら
れ
て
み
た
事
實
を
擁
め
、

少
く
も
一
世
紀
以
ヒ
同
じ
式
の
鏡
が
行
は
れ
た
事
を
知
り

得
π
こ
ご
で
あ
る
。
而
し
て
更
に
二
資
料
の
示
す
上
暴
の

手
法
の
考
査
か
ら
．
其
の
延
嘉
九
年
鏡
が
潜
蟄
鏡
に
比
し

て
同
等
若
し
く
ば
そ
れ
以
上
の
整
備
な
構
圖
手
法
を
示
せ

る
に
醤
し
て
、
甘
露
五
年
鏡
の
著
し
く
形
式
化
し
生
氣
を

鉄
い
た
も
の
ご
な
っ
て
み
る
事
實
を
看
過
す
る
こ
ご
が
出

　
　
　
　
　
　
　
．
麓
躍
四
號
　
　
　
一
　
「
一
二
　
（
六
二
一
）



　
　
　
第
七
巷
　
　
維
　
纂
　
　
獣
蒼
鏡
に
就
い
て

來
な
い
，
僅
か
に
三
個
の
偶
然
見
出
　
さ
れ
穴
遺
品
で
あ
る

か
ら
、
こ
れ
に
依
2
・
直
ち
に
動
か
な
い
細
結
を
求
む
る

の
無
理
な
の
は
云
ふ
を
須
把
な
い
が
、
一
形
式
が
完
備
の

域
に
達
す
る
ε
、
そ
れ
に
新
し
い
エ
レ
メ
ン
ト
が
入
っ
て

そ
れ
を
改
め
て
行
か
な
い
限
り
、
形
の
完
備
は
漸
次
形
式

化
ご
な
り
磨
頽
に
至
る
こ
ε
遺
物
が
多
く
の
場
合
取
る
進

路
で
あ
る
以
上
、
鰍
首
将
ご
云
ふ
定
ま
っ
た
範
鋳
の
座
面

の
上
に
示
さ
れ
た
年
代
に
依
る
如
上
の
溶
融
は
、
延
嘉
、

蕪
李
の
頃
に
整
美
し
た
此
式
の
鏡
の
交
標
が
、
百
年
以
上

も
績
く
間
に
漸
次
型
式
化
し
て
、
霊
代
に
至
っ
て
甘
露
五

年
鏡
に
見
る
が
如
き
も
の
ご
な
っ
た
ビ
解
す
る
こ
ビ
は
必

ず
し
も
附
會
の
論
こ
の
み
は
云
ひ
得
な
い
で
あ
ら
う
。
此

の
構
圓
の
形
式
化
の
こ
ご
は
鱒
に
富
岡
先
生
が
菱
鳳
鏡
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

認
め
ら
れ
た
慮
ご
同
一
な
の
で
あ
る
か
ら
、
↑
若
し
こ
れ

が
認
め
ら
る
、
ご
す
れ
ば
同
じ
手
法
の
も
の
が
同
一
方
向

を
探
っ
た
こ
と
に
な
る
繹
で
あ
る
つ
た
“
注
意
す
べ
き
は

其
の
形
式
化
の
程
度
が
嚢
鳳
鏡
の
場
合
は
六
朝
中
期
か
末

　
　
　
　
　
　
循
汐
閃
門
號
　
　
　
一
一
箇
門
　
（
山
ハ
ニ
ニ
）

期
ご
愚
は
る
、
遣
品
に
至
っ
て
示
さ
れ
て
み
る
の
が
、
獣

首
鏡
に
於
て
は
甘
露
五
年
の
湛
品
に
既
に
相
似
た
も
の
、

表
は
胚
て
る
る
の
相
違
が
、
爾
形
式
の
行
は
れ
π
時
期
の

長
さ
を
晴
示
す
る
庭
あ
る
も
の
ε
思
ふ
。
私
は
こ
ん
な
見

地
か
ら
延
喜
…
か
ら
甘
露
に
至
る
百
年
間
を
以
て
獣
首
鏡
が

重
美
な
も
の
か
ら
形
式
化
し
、
や
が
て
磨
滅
に
至
る
の
過

程
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
だ
考
へ
る
。

　
此
の
後
孚
の
問
題
に
封
し
て
臨
写
鏡
の
超
源
如
何
及
び

其
の
完
備
に
至
る
道
程
の
考
察
は
、
今
ま
不
幸
に
し
て
こ

れ
を
究
め
る
の
資
料
を
持
た
な
い
が
、
然
し
そ
れ
が
少
く

も
後
漢
の
中
葉
に
斯
く
の
如
き
整
美
し
た
形
を
生
じ
た
に

就
い
て
は
、
そ
の
こ
、
に
至
る
帝
展
の
野
路
は
當
然
豫
想

せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
そ
れ
が
怪
獣
の
頭
部
を

主
文
襟
ご
し
て
且
つ
此
の
類
に
急
雷
彫
の
鉦
の
あ
る
こ
ご

等
か
ら
す
る
ご
、
古
銅
器
ご
の
間
の
醐
係
が
想
察
せ
ら
る

る
氣
が
す
る
。
度
々
論
及
し
だ
客
気
鏡
の
主
交
様
が
古
銅

器
に
多
い
嚢
鳳
を
移
し
た
も
の
で
本
鏡
が
そ
れ
ε
表
現
の



手
法
の
同
じ
こ
こ
か
ら
推
し
て
此
の
推
測
は
必
ず
し
も
理

由
の
な
い
こ
ご
で
は
あ
る
ま
い
。
果
し
て
然
ら
ば
支
那
古

鏡
こ
し
て
は
椿
圖
の
古
い
流
の
一
芝
繋
ひ
得
や
う
。
た
や

今
日
で
は
こ
の
推
測
の
確
か
さ
を
槍
し
得
な
い
の
を
良
ら

憾
み
ビ
す
る
。

　
か
く
て
細
首
鏡
の
二
遺
品
の
新
出
は
其
の
年
代
槻
に
一

歩
を
…
進
め
た
に
ご
い
ま
る
か
、
甘
露
五
年
鏡
の
存
在
は
從

來
呉
の
鏡
の
み
多
か
っ
た
三
國
の
世
に
始
め
て
北
方
の
魏

の
、
而
も
三
方
の
官
工
で
作
ら
れ
た
鏡
を
示
さ
れ
π
瓢
で

多
少
の
興
味
が
あ
ら
う
し
、
ま
た
以
上
の
考
察
か
ち
し
て

從
家
年
期
鏡
の
取
扱
ひ
に
虚
し
、
其
の
示
す
手
法
を
以
て

や
、
も
す
れ
ば
紀
年
を
中
心
こ
す
る
短
匙
問
に
限
り
行
は

れ
た
ご
見
ん
ご
す
る
傾
の
多
い
一
部
の
考
古
學
者
に
醤
し

て
、
從
來
短
い
間
に
行
は
れ
た
特
殊
型
の
代
表
こ
も
せ
ら

れ
た
獣
首
鏡
に
於
い
て
す
ら
、
な
ほ
此
の
如
き
形
式
の
永

績
し
た
の
を
明
示
す
る
こ
ご
が
出
亘
れ
ば
、
膨
め
一
小
編

は
全
く
出
鼻
出
離
で
は
あ
る
ま
い
。
（
八
月
廿
七
日
稿
）

〔
註
〕
（
圃
）
富
岡
氏
「
古
鏡
の
研
究
」
三
支
那
古
鏡
圏
説
の
藪
鳳
の
鏡

　
　
　
　
條
滲
照
。

第
七
巻
　
　
維
纂
　
　
獣
首
鏡
に
就
い
て

第
四
號

一
｝
滋
　
（
山
ハ
ニ
三
）


